
報 止と
Eコ

日本語による
近代ギリシャ文学・語学文献目録 (7)

佐藤 りえこ・橘孝司

秋山健

(1972)訳セフェリス詩抄J Irノーベル賞文学全集 24 G ・ミストラル他』

荒井正道他訳、主婦の友社

+rわが歴史の神話』より「使者をJ r洞窟のなかに さらにもう一つの
泉があってJ r私は大理石の頭像を手にもってめざめたJ rアルゴ一号の

人びとJ rわれわれは彼らを知らなかったJ r西へ向かつて海は山脈

と交わるJr一体何を求めて旅立つのかわれらが魂Jr港は古く 私

はもはや待つことはできないJ rわれわれの故郷は 固まれた土地… J

「時として 君の血は…海の中のびん光の中の 三羽の赤い鳩

はJ r眠りは 樹のように 緑の葉でおまえを包むJ r名はオレステスj
「アスチュアナクスJ r私の胸に傷が再び口を聞くJ rこの巡礼の旅に出

掛けて… J r我々の前を おびただしいものが… J rわずか かなた
にJ r乙こに海の営みは終わる… J、 『詩集』より「ミケネー」、 『練

習帳』より「水夫ストラティス 一人の男を描く」、 『航海日誌ー』より

「流浪者の帰郷J rアシネーの王」、 『航海日誌二』より「アフリカゆり

に固まれた水夫 ストラティスJ、 『つぐみ号』より「みだらなエルペノ

ールJ、 『航海日誌三』より「ヘレネーJ. 

シェル・ストレムベリイ「イオルゴス・セフェリスに対するノーベル文

学賞授与の選考経過j、アンダーシュ・エステルリング「イオルゴス・セ

フェリスに対するノーベル文学賞授与に際しての歓迎演説J、セフエリス

「受賞演説受賞記念講演 現代ギリシアの伝統についての若干の覚え

書」の翻訳、及び「人と作品J r著作目録Jを含む.
Tov ayydo and 19 poems from MV()lσTO.ρ1]μa， MVK~V正S ， 0 κ l:TpaT1]5' 

庁Oepty，ρdゆeLぜναValノφωTTO，0 yv，ρtσμO5' TOV CeVl Teμivov， 0 sa，σlAla5' TTJ5' 
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Aσi /JT]5"， 0 LaTpaTT]5" liaAa<σσl/JO5" avaμεσασTOV5" aya吋νBoV5"， 0 T]δO/JlKO5" 

EArrηνω'P， EA.E/Jη. 

荒木英世

(1998) r日本国及希』盟国間修好通商航海保約締結について

一l∞周年に際してーJ Wエーゲ海学会誌.JJ12，8-26. 

井浦伊知郎

(1997) r Arvanitikaにおける動詞句の構造について 一北東アッティカ・ボイオ

ティア地方のアルパニア語を対象として-J rプロピレア.JJ9， 16-27. 

井川幸子

(1998)訳:マピリス・ロレンソス「祖国J rエーゲ海学会誌.JJ12，32-33. 。AOpEVT(OS'Mαsl入市.IIaTp{δa. 
池津夏樹

(1995)第3部「ギリシアの生活J第 3章「今日の文化一文学J W読んで旅する

世界の歴史と文化 ギリシア』西村太良監修、新潮社

・ョルゴス・サランダリス「花嫁Jの訳を含む.

石田ジョン啓

(1998a)訳:OdYLLEAL EAYTHL: TOY AIiAIOY -η ドT帥pαUT]， ησUyKpl刊

μETαcu TαVEOE入ληVlKaKαl TααPX'αLOE入入ηVlKaKαl Tαuπoμv内μαTα ー

『東北学院大学論集(人間・言語・情報).JJ 119，87-122. 

。オデュッセアス・ヱリティス「エーゲ海の…」の翻訳、注釈.

(1998b)訳:ヨルゴス・セフェリス rl6の俳詰J1一非在への巡礼一

『東北学院大学論集(人間・言語・情報).JJ 120，33-84. 

. IlwpyoS' LE中世間宮.L1eKaECl XaiKou A : 

(1998c)訳:ニコス・カザンツァキス『日本と中国の旅』

『比較文化研究.JJ (日本比較文化学会)39，11-16. 

• NiKOヲKαCα円 (aKT]ヲ.Taflδ:eUO/JTac Ki/Ja -IaTTwν{a. 
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井上浩一・栗生津猛夫

(I998) wビザンツとスラプ』中央口論社。ビザンツ民衆文学「アルムリスの

歌J rベルタンドロスとクリュサンツァ」への言及あり.

鯉片道枝

(I998)訳:ヤーニス・プラフォヤーニス「貧しさの末にJ u"エーゲ海学会誌』

12， 43-48 ~・ návvηヲ B入αXOyLáVVT]~， TrjS" ctTWXeLa" mσTEpva. 

佐藤りえこ

(1997) rセフェリスの中の雲について 一『ヘレネー』を中心として-J

『プロピレアJ9，69-70. 

(1998)訳セフエリス作『へレネーJJ Wエポス.1 (木魂社) 17，16-24 

4・nφpyOS'LE<jJEpηヲ，EAivη 解説」を含む.
鈴木敦也

(1964) rギリシアの生活と文化一伝統の重みにおしひしがれたかのごとく -j
『世界地理風俗体系 15イタリアギリシア』誠文堂新光社， 339-353. .r純正語、民衆語Jという訳語の提唱者による 50年代半ばから 60年代
半ばのギリシアの生活文化の概説.言語問題と文学に関する章を含む.

(1997) rわが愛するギリシャ僅諺百選J u"プロピレア.19，28-42. 

高久暁

(1998)訳:リチヤード・クロッグ『ギリシャ近現代史.1 (ケンブリッジ・コン

サイス・ヒストリー・シリーズ①)新評論.

橘孝司

(円97a)r日本語と現代ギリシャ語の時間表現対照研究j

『広島大学留学生センタ一紀要J8，51-62. 

(I997b) r言語によるカテゴリー化の適時的変遷 ーギリシャ語の意味基準「上

方の接触・非接触j を素材に一J u"プロピレア.19， 1-15. 

千葉政助

(I998)訳:メネラオス・ステファニディス「ステファニディス兄弟のギ
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リシャ神話『神々の歌』ーアプロディーテ-J Wエーゲ海学会誌~ 12， 

34-36 • MEvEAao宮LT吋ανl8lJS，To Tpayouδl TWV 8EWV (Aφ'po8iTηI). 

中井久夫

(1997)訳ヨルゴス・セフェリス『ミシストリマ』よりJrプロピレア』

9， 73・89・nφpyo宝LEφEPlJS，Mv8lσTOPIJf1a 訳者ノート」を含む.
西村太良

(1995)第 l部「社会と国家」第2章「言語J r読んで旅する世界の歴史と文化

ギリシア』西村太良監修、新潮社。その他「民族J rギリシア正教Jr自

然と産業歴史J r神話・宗教J r建築と集落J r美術・工芸JJ r音

楽・舞踏J r思想・科学J rギリシアと世界J r家庭生活J r社会・経済J

「映画J等の章を含む.

西村太良・手嶋兼輔

(1995)第2部「歴史と文化」第5章「文学・演劇J r読んで旅する世界の歴史

と文化 ギリシア』西村太良監修、新潮社.

西村六郎

(1997)訳:C. M.ウッドハウス『近代ギリシァ史』みすず書房

4砂ピザンツ期から現代までを扱い、文化史にも触れている.

C.M. Woodhouse， Modern Greece:・AShort History. 

納戸セキ子

CI 998)訳:ゾイ・ヴァラシ r((童話》魔法にかかったアーモンドの木J

『エーゲ海学会誌~ 12，37-42 • 'zu内Bα入αση，HμαyE.μEVημly8aAla.

広田マリア

(1995) w現代ギリシャ語 60 分~ (マルチリンガルマラソン)アルク.

福田千津子・片山典子

CI 998) 訳:ニコス・カザンザキス『キリストはふたたび十字架に~ (上・下)

恒文社 4・N.KαCαVT(aKl]S，0 x，ρtσTOS-tavaσTavpWVETal. 
-128-



本馬信義

(1997) r東京基督神学校におけるギリシャ語の授業風景Jrプロピレア.!I9，61-5.

村田奈々子

(1994) rクロード・フォリエルとギリシアの民衆歌J Wふらんす.!I3月， 49-50.

.クレフティス歌話「ブクヴァラスJ rディモスの墓Jの訳を含む.
(1997) r私とギリシア語のおつきあいのしかたJ Wプロピレア.!I9，43-48. 

山口喜雄

(l997a) ギリシアの出版事情J Wプロピレア.!I9，49-52. 

(1997b) r世界陸上アテネ大会のギリシア語J Wエーゲ海学会誌.!I11， ¥03-9. 
(1998)訳:ヴァシリス・ヴァシリコス「不思議なカップルJ Wエーゲ海学会誌』

12，49-51 • BασL¥T]宝 BαOlAlKOヲ，Eva TTapacevo (wyapl. 

渡辺金一

(1983/84) rピザンツ文学一英雄詩『ディゲニス・アクリタス.!I (上・下)J 
『プラティア.!I2，1-7，&3，1-6 (プラティア・ミコノス会). 

.コンスタンディノス・カヴァフィス「蛮族を待ちわびながら」、 「ディ

ゲニス・アクリタスJグロッタフェルラータ版の部分訳を含む.

K.Kαsa<jJηS"， Ileρtμivovmc rovc s，αρIsa，ρovc， 0 L1lyevryS-AKjρiras-， L1wσKevry 

Kpvπroctippηc. 
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